啓林館　深進数学Ⅰ(数Ⅰ711)，深進数学Ａ(数Ａ711)，深進数学Ⅱ(数Ⅱ708)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の取扱いについて，内容を網羅するあるいは，内容を精選するなど，個に応じた学習への工夫があるか。
	・必要な内容を精選した「コア編」と，数学的思考力を養う「探究編」の2部構成とし，生徒の理解度や授業進度の応じて柔軟な取り組み方ができるようにしました。

・応用的な内容は「参考」として，一律に学習する必要がない扱いにしています。
・効果的に学習ができるように，導入や展開の仕方，指導の順序に工夫をこらしました。

　例）・数学Aのp.8から，数学Ⅰのp.86～90の「集合」の内容を序節として掲載し，指導の順序に影響なく学習できるようにしています。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・各章の章扉ではその章で学習する内容に関連した身近な疑問を掲載し，その章で学習する内容に関心がもてるようにしました。（例えば数学Ⅰp.45のマッチ棒並べ，p.85のカードめくりなど）
・各節の導入では身近な題材を取り上げ，その節で学習する内容に関心がもてるようにしました。（例えば数学Ⅰp.46の気温と音速の関係，p.106の道路標識など）
・章末に「Beyond Math」と題しその章で学習した内容が身のまわりでどのようなところで利用されているかを紹介しています（例えば数学Ⅰp.84の停止距離）。さらに，数学史的な内容を，巻末(例えば数学Ⅰp.202)で取り上げています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，多くの「例」を取り上げて説明しました（Ⅰ：86題，Ａ：56題，Ⅱ：111題）。さらに，学習内容を使って解く代表的問題である「例題」を積極的に取り上げました（Ⅰ：32題，Ａ：19題，Ⅱ：73題）。
・例題には必要に応じて解の前に「方針」をおいて，解の指針や重要な考え方がわかるようにしました。
・「コア編」で学んだ知識から数学的に思考力を養うことができる題材を，「探究」として扱いました（Ⅰ：13題，Ａ：11題，Ⅱ：15題）。
・「探究」で扱った問題は「探究編」で，思考の流れに重点をおき丁寧に解説しました。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしました。例えば，数学Ⅰの２次関数のグラフでは，p.50で，中学で学習した基本的なy＝ax2のグラフから導入し「y軸方向にqだけ移動」，「x軸方向にpだけ移動」の配列で次第に一般的なグラフへと丁寧に展開しています。
・特定の考え方・解法に偏らずバランスよく扱いました。例えば，数学Ａp.29で同じものを含む順列を考え，p.30では同じ問題を別の観点から考えています。このように，複数の観点から考えることを扱っています。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・本文の内容に関連した興味深い話題をColumn（例えば数学Ⅰp.14，数学Ａp.53など）として取り上げました。

・本文の内容の発展的な事柄を参考・発展として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしました（例えば数学Ｉp.20，p.171など）。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から，創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力を身につけさせることを目的に編集しました。
・『探究編』では，コア編で学習した基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく，その学習過程の中で，自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り，さらに，「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています。



〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	深進　数学Ⅰ（数Ⅰ711）
	  深進　数学A（数A711）
	深進　数学Ⅱ（数Ⅱ708）

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・既習事項との関連を考慮し，前見返しに既習事項のまとめを掲載しました。また，本文中で既習事項を記した部分には紙面右隅に既習であることを示す罫線を配しました。

・学習が効果的に進められるように導入部分や展開の仕方を工夫しました。

	
	・絶対値を含む方程式・不等式では，式の意味を数直線においてもとらえられるようにしました（p.38～39）。

・２次関数の最大最小では，要点となる放物線の軸と定義域との位置関係について説明（p.61～）した後，定義域が広がる場合を『探究』として基本的な考え方をおさえ（p.178～），『挑戦』で定義域が動く場合（p.181），『養おう』で軸が動く場合（p.181）を演習し，類似点を話し合うという構成にしました。
	・場合の数ではそれぞれの順列の求め方について，考え方や公式が導かれるまでの道筋を丁寧に解説しました（p.18，23など）。
・作図では中学数学で既習の「基本作図」から入り，学習に取り組みやすくしました（p.85）。

	・2次方程式の解の存在範囲を，数学Ⅰではグラフの位置関係から求め（数学Ⅰp.184～），数学Ⅱでは2次方程式の解と係数の関係を利用して求めました（数学Ⅱp.214～）。

・円と直線の位置関係を「判別式」と「円と直線の距離と半径」の２つの観点で学習できるようにしました（p.80，81）。


	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・数項目を１つの節にまとめ，節末に問題をおく構成にし，各節には１つの話題のまとまりがわかるよう小見出しを入れました。
・『探究編』は，生徒が１人で読み進められるよう，丁寧な解説を掲載しました。また，『挑戦』や『養おう』といった，生徒の興味・理解度に応じて取り組むことができる問題を用意しました。

	
	・データの分析では，実際に調査を行うための準備として，「統計的探究プロ」セス」の具体例を扱いました（p.187）。
	・ユークリッドの互除法では，その手順の図形的な意味を，図とともに紹介しました（p.41）。
	・多項式の除法では数の割り算と対比させて理解がしやすいように配慮しました（p.12）。

・軌跡については既習の図形の性質から理解が容易な軌跡から説明し（p.86），条件を満たす点を(x,y)として軌跡を方程式で表すことを考えました。

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・絶対値についての扱いを「実数」(p.26)，「方程式・不等式」(p.38～)，「関数とグラフ」(p.75，182～)と扱う内容に応じて適宜扱いました。
・「データの分析」では，数学Ｂの「確率分布と統計的な推測」へのつながりを意識して，分散と平均値との関係を扱いました（p.149）。
	・円の性質では，「三角形」との関連性に配慮し，「２つの円の位置関係」を最後に配列しました。（p.82）


	・3次の乗法，因数分解や整式の除法と分数式については，数学Ⅰにおける多項式の扱いとの関連も考慮し第１章で取り扱うようにしました。

・三角関数については数学Ⅰの三角比から順次発展させる構成にしました(p.106～)。

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	・完全学校週５日制に対応できるように，本文については１単位３０時間としても十分指導されるように内容を配分しています。必要な内容を精選した「コア編」と，数学的思考力を養う「探究編」の2部構成として柔軟な指導ができるようにし，また，既習事項や既習の考え方である記載事項には既習線を配して，これらを目安に効率よく授業できるように配慮しました。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しました。
・例，例題のあとの「問」や「練習」で学習内容の理解と定着をはかり，節末の「問題」や章末の「章末問題Ａ，章末問題Ｂ」で，総合的な応用力を養うことができるようにしました。本文や例，例題，問において節末問題に関連している部分には，該当の問題へのリンクを入れ，スムーズに演習が可能となるよう工夫しました。

	内容の扱いが羅列的でなく，扱いや配列に配慮されているか。
	・記述は簡潔に要領よくまとめ，図版を多く入れ，色刷りを有効に用いて，すっきりと見やすい紙面にしました。

・重要語句とその定義が一目でわかるように工夫しました。（重要語句：太字，その定義：破線）


